
 

 

 

 

 

中学２年国語 「仁和寺にある法師―「徒然草」から」 

 

 

 

 

 

学校図書館との関わり 

・教科書以外の章段で中学生にもわかりやすく、

伝わりやすい章段を用意し、自分自身の経験と

比較したり、現代に置き換えたりするなど、自分

事としての視点を持たせて思いや考えを書くよう

に指導した。 

 

・オクリンクプラスで補助となるワークシートを配

布し、具体的に段落相互の関係を意識できるよ

うに指示した。 

 

指導のポイント 

学習展開（２時間） 

第一次 

＜三大随筆とは、どんなものだろう？＞ 

 

第二次 

＜兼好法師はなぜ「少しのことにも先達はあらま

ほしきものなり」とまとめたのか＞ 

 

第三次 

１時 

＜伝えたいことがわかりやすく伝わるようにする

にはどんな段落が必要だろう？＞ 

 段落同士のつながりを明確にして、文章の構

成を考える。 

２時 

＜「徒然草」のエピソードを面白く紹介しよう＞ 

 

 
ね
ら
い 

伝えたいことが分かりやすく伝わるように、段落相互の関係などを明確にし、

文章の構成や展開を工夫して書く。 

・徒然草 244 段の中で生徒に内容が身近

なものや理解しやすいエピソードを選択し、 

オクリンクプラスで選択肢集計できるように

設定。 

・徒然草について書かれた図書資料の収

集、提供といくつかの章段についての簡単

なブックトーク。 

・青空文庫など徒然草の原文と訳文が読め

るウェブサイトへのリンクを提供。 


